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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静電容量感知の方法であって、
　プリント回路の複数のルーティングトレースのうちの少なくとも１つを通して絶対静電
容量感知信号を駆動するステップと、
　センサ電極パターンの複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極で絶対静
電容量感知を実行するステップであり、前記少なくとも１つのセンサ電極が、前記複数の
ルーティングトレースのうちの前記少なくとも１つに結合されている、実行するステップ
と、
　電荷が、前記絶対静電容量感知の間、前記複数のルーティングトレースのうちの前記少
なくとも１つからオフセットされるように、前記複数のルーティングトレースのうちの前
記少なくとも１つをオーバーラップする平行導体にオフセット信号を送信するステップと
、
　前記絶対静電容量感知の間、第２の平行導体によってオーバーラップされている前記複
数のルーティングトレースのうちの前記少なくとも１つに属する一部分がガードされるよ
うに、前記複数のルーティングトレースのうちの前記少なくとも１つをオーバーラップす
る前記第２の平行導体にガード信号を送信するステップであり、前記平行導体及び前記第
２の平行導体が、前記複数のルーティングトレースのうちの前記少なくとも１つに属する
異なる部分をオーバーラップする、送信するステップと、
を含む、感知方法。
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【請求項２】
　電荷が、前記絶対静電容量感知の間、前記複数のルーティングトレースのうちの前記少
なくとも１つからオフセットされるように、前記複数のルーティングトレースのうちの前
記少なくとも１つをオーバーラップする平行導体にオフセット信号を送信する前記ステッ
プが、
　前記絶対静電容量感知信号と同相の同相信号として前記オフセット信号を送信するステ
ップ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記絶対静電容量感知信号と同相の同相信号として前記オフセット信号を送信する前記
ステップが、
　前記絶対静電容量感知信号の振幅よりも大きいレベルに前記オフセット信号の振幅を設
定するステップ
を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記絶対静電容量感知と違う別個の時間に前記センサ電極を使用してトランス静電容量
感知を実行するステップと、
　前記トランス静電容量感知の間前記平行導体を接地に結合させるステップと、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　　センサ電極パターンの複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極で絶対
静電容量感知を実行するために、プリント回路の複数のルーティングトレースのうちの少
なくとも１つを通して絶対静電容量感知信号を駆動し、ここで、前記少なくとも１つのセ
ンサ電極が、前記複数のルーティングトレースのうちの前記少なくとも１つに結合されて
おり、
　　電荷が、前記絶対静電容量感知の間、前記複数のルーティングトレースのうちの前記
少なくとも１つからオフセットされるように、前記複数のルーティングトレースのうちの
前記少なくとも１つをオーバーラップする平行導体にオフセット信号を送信するように構
成された、センサモジュールと、
　前記絶対静電容量感知に基づいて前記複数のセンサ電極の感知領域内の入力を決定する
ように構成された決定モジュールと、
　前記センサモジュールは、前記絶対静電容量感知の間、第２の平行導体によってオーバ
ーラップされている前記複数のルーティングトレースのうちの前記少なくとも１つに属す
る一部分がガードされるように、前記複数のルーティングトレースのうちの前記少なくと
も１つをオーバーラップする前記第２の平行導体にガード信号を送信するようにさらに構
成され、前記平行導体及び前記第２の平行導体が、前記複数のルーティングトレースのう
ちの前記少なくとも１つに属する異なる部分をオーバーラップする、を備える処理システ
ム。
【請求項６】
　前記センサモジュールが、
　前記絶対静電容量感知と違う別個の時間に前記センサ電極を使用してトランス静電容量
感知を実行し、
　前記トランス静電容量感知の間前記平行導体を接地に結合させるようにさらに構成され
、
　前記決定モジュールが、前記トランス静電容量感知に基づいて前記複数のセンサ電極の
感知領域内の入力を決定するようにさらに構成される、請求項５に記載の処理システム。
【請求項７】
　前記センサモジュールが、前記絶対静電容量感知信号と同相の同相信号として前記オフ
セット信号を送信するように構成される、請求項５に記載の処理システム。
【請求項８】
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　前記センサモジュールは、電荷が前記複数のルーティングトレースからオフセットされ
るように前記絶対静電容量感知信号の振幅よりも大きいレベルに前記オフセット信号の振
幅を設定するように構成される、請求項７に記載の処理システム。
【請求項９】
　複数のセンサ電極を含むセンサ電極パターンと、
　絶対静電容量感知を実行するために前記センサ電極を動作させるように構成された処理
システムと、
　プリント回路であり、
　　前記センサ電極と前記処理システムとの間で信号を通信可能に結合させるように構成
された複数のルーティングトレース、及び
　　前記複数のルーティングトレースをオーバーラップし、前記処理システムに結合され
、前記絶対静電容量感知の間前記複数のルーティングトレースから電荷をオフセットする
ように構成された平行導体を含む、プリント回路と、
を備え、
　前記プリント回路は、さらに
　　第２の複数のルーティングトレースと、
　　前記第２の複数のルーティングトレースをオーバーラップする第２の平行導体であり
、
前記処理システムに結合され、前記絶対静電容量感知の間、前記第２の複数のルーティン
グトレースに送信された信号と実質的に同じ振幅の同相信号で前記第２の複数のルーティ
ングトレースをガードするように構成された第２の平行導体と、を備え、
　前記平行導体及び前記第２の平行導体が、異なる場所で前記複数のルーティングトレー
スをオーバーラップする、
静電容量感知入力デバイス。
【請求項１０】
　前記複数のルーティングトレース及び前記第２の複数のルーティングトレースが、ルー
ティングトレースを共有しない、請求項９に記載の入力デバイス。
【請求項１１】
　前記処理システムが、
　前記絶対静電容量感知の間前記複数のルーティングトレースに送信される信号と同相の
同相信号に前記平行導体を結合させる
ようにさらに構成される、請求項９に記載の入力デバイス。
【請求項１２】
　前記同相信号の振幅が、前記複数のルーティングトレースの信号の振幅よりも大きい、
請求項１１に記載の入力デバイス。
【請求項１３】
　前記処理システムが、
　トランス静電容量感知を実行するために前記センサ電極を動作させ、
　前記トランス静電容量感知の間前記平行導体を接地に結合させる
ようにさらに構成される、請求項９に記載の入力デバイス。
【請求項１４】
　前記平行導体が、前記複数のルーティングトレースの各々を実質的に同じ長さでオーバ
ーラップする、請求項９に記載の入力デバイス。
【請求項１５】
　前記平行導体が、前記複数のルーティングトレースのうちの第１のもの及び第２のもの
を異なる長さでオーバーラップする、請求項９に記載の入力デバイス。
 
【発明の詳細な説明】
【関連米国特許出願の相互参照】
【０００１】
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　[0001]本出願は、２０１３年９月２６日に出願され、代理人整理番号ＳＹＮＡ－２０１
３０３１８－０２を有し、本出願の譲受人に譲渡された、Ａｄａｍ　Ｓｃｈｗａｒｔｚに
よる、「ＵＳＩＮＧ　Ａ　ＰＲＩＮＴＥＤ　ＣＩＲＣＵＩＴ　ＴＯ　ＯＦＦＳＥＴ　ＣＨ
ＡＲＧＥ　ＤＵＲＩＮＧ　ＣＡＰＡＣＩＴＩＶＥ　ＳＥＮＳＩＮＧ」という名称の同時係
属の米国特許出願第１４／０３８，４６６号の優先権及び利益を主張する。
【背景】
【０００２】
　[0002]近接センサデバイス（一般に、タッチパッド又はタッチセンサデバイスとも呼ば
れる）を含む入力デバイスは、様々な電子システムで広く使用されている。近接センサデ
バイスは、一般に、表面によって多くの場合境界を定められた感知領域を含み、近接セン
サデバイスは、１つ又は複数の入力物体の存在、場所、及び／又は運動を決定する。近接
センサデバイスは、電子システムにインタフェースを設けるために使用することもできる
。例えば、近接センサデバイスは、多くの場合、より大きいコンピューティングシステム
の入力デバイス（ノートブックコンピュータ又はデスクトップコンピュータに一体化され
た、又はノートブックコンピュータ又はデスクトップコンピュータの周辺にある不透明な
タッチパッドなど）として使用される。近接センサデバイスは、多くの場合、より小さい
コンピューティングシステム（セルラ電話及びタブレットコンピュータに一体化されたタ
ッチスクリーンなど）でも使用される。そのようなタッチスクリーン入力デバイスは、一
般に、電子システムのディスプレイ上に載せられるか、又はさもなければ電子システムの
ディスプレイと並置される。
【概要】
【０００３】
　[0003]静電容量感知（キャパシティブセンシング；capacitive sensing）の方法におい
て、絶対静電容量感知信号は、プリント回路の複数のルーティングトレース（routing tr
ace）のうちの少なくとも１つを通して駆動される。絶対静電容量感知は、センサ電極パ
ターンの複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極で実行される。少なくと
も１つのセンサ電極は、複数のルーティングトレースのうちの少なくとも１つに結合され
る。電荷が、絶対静電容量感知の間、複数のルーティングトレースのうちの少なくとも１
つから相殺（オフセット；offset）されるように、オフセット信号が複数のルーティング
トレースのうちの少なくとも１つを部分的に覆う（オーバーラップ；overlap）平行導体
に送信される。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　[0004]この「図面の簡単な説明」で参照される図面は、特に記述されない限り原寸に比
例して描かれていると理解されるべきではない。「実施形態の説明」に組み込まれ、「実
施形態の説明」の一部を形成する添付図面は、様々な実施形態を示し、「実施形態の説明
」とともに、以下で論じられる原理を説明するのに役立ち、同様の名称は同様の要素を表
す。
【０００５】
【図１】[0005]図１は、実施形態による、例示の入力デバイスのブロック図である。
【０００６】
【図２】[0006]図２は、いくつかの実施形態による、タッチスクリーンなどの入力デバイ
スの感知領域のすべて又は一部を生成するためにセンサで利用することができる例示のセ
ンサ電極パターンの一部分を示す図である。
【０００７】
【図３】[0007]図３は、様々な実施形態による、静電容量感知入力デバイスで利用するこ
とができる例示の処理システムのいくつかの構成要素のブロック図である。
【０００８】
【図４】[0008]図４は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス内で使用
できる例示のフレキシブルプリント回路の平面図である。
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【０００９】
【図５】[0009]図５は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス内で使用
できる例示のフレキシブルプリント回路の平面図である。
【００１０】
【図６】[0010]図６は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス内で使用
できる例示のプリント回路の平面図である。
【００１１】
【図７】[0011]図７は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス内で使用
できる例示のプリント回路の平面図である。
【００１２】
【図８】[0012]図８は、いくつかの実施形態による、図７のプリント回路の例示のフレキ
シブルプリント回路実施態様の分解側面断面図である。
【００１３】
【図９Ａ】[0013]図９Ａは、いくつかの実施形態による、プリント回路によってセンサ電
極に結合された処理システムの一部分の回路図である。
【００１４】
【図９Ｂ】[0014]図９Ｂは、いくつかの実施形態による、プリント回路によってセンサ電
極に結合された処理システムの一部分の回路図である。
【００１５】
【図１０】[0015]図１０は、様々な実施形態で使用することができるいくつかの例示の信
号の比較を示す図である。
【００１６】
【図１１Ａ】[0016]図１１Ａは、様々な実施形態による、静電容量感知の方法を示す図で
ある。
【図１１Ｂ】[0016]図１１Ｂは、様々な実施形態による、静電容量感知の方法を示す図で
ある。
【実施形態の説明】
【００１７】
　[0017]以下の実施形態の説明は、単に、例として、限定としてではなく提供される。そ
れに加えて、前出の「背景技術」、「概要」、又は「図面の簡単な説明」若しくは以下の
「実施形態の説明」に提示されたいかなる表現又は示唆された理論によっても制約される
ものではない。
［説明の概観］
【００１８】
　[0018]本明細書において、有用性の改善を促進する入力デバイス、処理システム、及び
方法を提供する様々な実施形態が説明される。本明細書で説明する様々な実施形態におい
て、入力デバイスは、静電容量感知入力デバイスとすることができる。本明細書で説明す
る技法を利用して、静電容量感知の間電荷をオフセットすることによって有効性を達成す
ることもできる。すなわち、プリント回路のルーティングトレースをオーバーラップしか
つ該ルーティングトレースと平行している導体を利用して、電荷をオフセットすることも
できる。例えば、平行導体とルーティングトレースとの間の静電容量結合が、ルーティン
グトレースに結合されたセンサ電極による絶対静電容量感知の間に経験するバックグラウ
ンド静電容量のうちのある量をオフセットするように平行導体に信号を駆動することもで
きる。
【００１９】
　[0019]例示の入力デバイスであって、その入力デバイスにより又はその入力デバイスに
基づいて本明細書で説明する実施形態を実施することもできる、例示の入力デバイスから
解説が始まる。次に、例示のセンサ電極パターンが説明される。この後に、例示の処理シ
ステム及びそのいくつかの構成要素の説明が続く。処理システムは、静電容量感知入力デ
バイスなどの入力デバイスで利用することもできる。ルーティングトレースをオーバーラ
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ップする平行導体を有するいくつかの例示のプリント回路が説明される。処理システム及
びプリント回路で利用することもできるいくつかの信号があるので、プリント回路によっ
てセンサ電極に結合される処理システムの回路図が説明される。次に、静電容量感知入力
デバイス、処理システム及びその構成要素、並びにプリント回路の動作が、静電容量感知
の方法の説明に関連してさらに説明される。
［例示の入力デバイス］
【００２０】
　[0020]次に、図を参照すると、図１は、様々な実施形態による、例示的な入力デバイス
１００のブロック図である。入力デバイス１００は、電子システム／デバイス１５０に入
力を供給するように構成することもできる。本明細書で使用する「電子システム」（又は
「電子デバイス」）という用語は、情報を電子的に処理することもできる任意のシステム
を広く指す。電子システムのいくつかの非限定例には、デスクトップコンピュータ、ラッ
プトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレット、ウェブブラウザ、電子
書籍リーダ、及び携帯情報端末（ＰＤＡ）などのあらゆるサイズ及び形状のパーソナルコ
ンピュータが含まれる。追加の例示の電子システムには、入力デバイス１００及び別個の
ジョイスティック又はキースイッチを含む物理的キーボードなどの複合入力デバイスが含
まれる。さらなる例示の電子システムには、データ入力デバイス（リモートコントロール
及びマウスを含む）及びデータ出力デバイス（表示スクリーン及びプリンタを含む）など
の周辺機器が含まれる。他の例には、リモート端末、キオスク、及びテレビゲーム機（例
えば、テレビゲーム機器、携帯型ゲームデバイスなど）が含まれる。他の例には、通信デ
バイス（スマートフォンなどのセルラ電話を含む）と、メディアデバイス（レコーダと、
エディタと、テレビジョン、セットトップボックス、音楽プレーヤ、デジタルフォトフレ
ーム、及びデジタルカメラなどのプレーヤとを含む）とが含まれる。追加として、電子シ
ステムは、入力デバイスのホスト又はスレーブとなり得る。
【００２１】
　[0021]入力デバイス１００は、電子システム１５０の物理的な一部として実装すること
もでき、又は電子システム１５０から物理的に分離することもできる。適宜に、入力デバ
イス１００は、バス、ネットワーク、及び他の有線又は無線相互接続うちの任意の１つ又
は複数を使用して電子システムの一部と通信することもできる。限定はしないが、例には
、インターインテグレイテッドサーキット（Ｉ２Ｃ）、シリアルペリフェラルインタフェ
ース（ＳＰＩ）、パーソナルシステム２（ＰＳ／２）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳ
Ｂ）、ブルートゥース（登録商標）、無線周波数（ＲＦ）、及び赤外線データ協会（Ｉｒ
ＤＡ）が含まれる。
【００２２】
　[0022]図１において、入力デバイス１００は、感知領域１２０中の１つ又は複数の入力
物体１４０によって供給される入力を感知するように構成された近接センサデバイス（多
くの場合、「タッチパッド」又は「タッチセンサデバイス」とも呼ばれる）として示され
ている。例示の入力物体は、図１に示すような指及びスタイラスを含む。
【００２３】
　[0023]感知領域１２０は、入力デバイス１００の上方の、まわりの、中の、及び／又は
近くの任意の空間を包含し、入力デバイス１００は、ユーザ入力（例えば、１つ又は複数
の入力物体１４０によって供給されるユーザ入力）を検出することもできる。特定の感知
領域のサイズ、形状、及び場所は、実施形態ごとに広く変ることもできる。いくつかの実
施形態において、感知領域１２０は、信号対雑音比のために十分に正確な対象物検出がで
きなくなるまで、１つ又は複数の方向に入力デバイス１００の表面から空間中に延びる。
この感知領域１２０が特定の方向に延びる距離は、様々な実施形態において、ミリメート
ル未満、ミリメートル、センチメートル、又はそれを超える程度とすることもでき、使用
されている感知技術のタイプ及び所望の正確さにより大きく変り得る。それにより、いく
つかの実施形態は、入力デバイス１００の表面との非接触、入力デバイス１００の入力表
面（例えば、タッチ表面）との接触、ある量の力又は圧力の印加により結合された入力デ
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バイス１００の入力表面との接触、及び／又はそれらの組合せを含む入力を感知する。様
々な実施形態において、入力表面は、センサ電極が存在するケーシングの表面、センサ電
極又はケーシングの上に付けられた表面シートなどによって設けることもできる。いくつ
かの実施形態において、感知領域１２０は、入力デバイス１００の入力表面上に投影され
たとき長方形を有する。
【００２４】
　[0024]入力デバイス１００は、感知領域１２０中のユーザ入力を検出するためにセンサ
構成要素と感知技術との任意の組合せを利用することもできる。入力デバイス１００は、
ユーザ入力を検出するための１つ又は複数の感知素子を含む。非限定例として、入力デバ
イス１００は、静電容量技法を使用することもできる。
【００２５】
　[0025]いくつかの実施態様は、１次元、２次元、３次元、又はより高い次元の空間にわ
たる画像を提供するように構成される。いくつかの実施態様は、特定の軸又は面に沿った
入力の投影を提供するように構成される。
【００２６】
　[0026]入力デバイス１００のいくつかの静電容量実施態様では、電圧又は電流を印加し
て、電界を作り出す。近くの入力物体は、電界の変化を引き起し、静電容量結合の検出可
能な変化を作り、この変化が、電圧、電流などの変化として検出され得る。
【００２７】
　[0027]いくつかの静電容量実施態様は、静電容量感知素子のアレイ又は他の規則的若し
くは不規則なパターンを利用して、電界を作り出す。いくつかの静電容量実施態様では、
別個の感知素子をオーミックに一緒に短絡して、より大きいセンサ電極を形成することも
できる。いくつかの静電容量実施態様は、一様に抵抗性とすることもできる抵抗性シート
を利用する。
【００２８】
　[0028]いくつかの静電容量実施態様は、センサ電極と入力物体との間の静電容量結合の
変化に基づく「自己静電容量」（又は「絶対静電容量」）感知方法を利用する。様々な実
施形態において、センサ電極の近くの入力物体は、センサ電極の近くの電界を変更し、そ
れにより、測定される静電容量結合を変化させる。１つの実施態様では、絶対静電容量感
知方法は、基準電圧（例えば、システム接地）を基準にしてセンサ電極を変調し、センサ
電極と入力物体との間の静電容量結合を検出することによって機能する。
【００２９】
　[0029]いくつかの静電容量実施態様は、センサ電極間の静電容量結合の変化に基づく「
相互静電容量」（又は「トランス静電容量」）感知方法を利用する。様々な実施形態にお
いて、センサ電極の近くの入力物体は、センサ電極間の電界を変更し、それにより、測定
される静電容量結合を変化させる。１つの実施態様では、トランス静電容量感知方法は、
１つ又は複数の送信器センサ電極（同様に「送信器電極」又は「送信器」）と１つ又は複
数の受信器センサ電極（同様に「受信器電極」又は「受信器」）との間の静電容量結合を
検出することによって機能する。ひとまとめにして、送信器及び受信器は、センサ電極又
はセンサ要素と呼ぶことがある。送信器センサ電極は基準電圧（例えば、システム接地）
に対して変調されて、送信器信号を送信することもできる。受信器センサ電極は基準電圧
に対して実質的に一定に保持されて、結果として生じる信号の受信を容易にすることもで
きる。結果として生じる信号は、１つ又は複数の送信器信号に対応する、及び／又は環境
上の干渉（例えば、他の電磁信号）の１つ又は複数の発生源に対応する効果（複数可）を
含むこともできる。センサ電極は、専用の送信器又は受信器とすることもでき、又は送信
及び受信の両方を行うように構成することもできる。いくつかの実施形態では、１つ又は
複数の受信器電極は、送信器電極が送信していない（例えば、送信器が働かなくされてい
る）とき、結果として生じる信号を受信するように動作することもできる。このようにし
て、結果として生じる信号は、感知領域１２０の動作環境において検出された雑音を表す
。
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【００３０】
　[0030]図１において、処理システム１１０は、入力デバイス１００の一部として示され
ている。処理システム１１０は、感知領域１２０における入力を検出するために入力デバ
イス１００のハードウェアを動作させるように構成される。処理システム１１０は、１つ
又は複数の集積回路（ＩＣ）及び／又は他の回路構成要素の一部又はすべてを含む。（例
えば、相互静電容量センサデバイスの処理システムは、送信器センサ電極で信号を送信す
るように構成された送信器回路、及び／又は受信器センサ電極で信号を受信するように構
成された受信器回路を含むこともできる。）いくつかの実施形態では、処理システム１１
０は、ファームウェアコード、ソフトウェアコードなどのような電子的に読取り可能な命
令をさらに含む。ある実施形態では、処理システム１１０を構成する構成要素は、入力デ
バイス１００に属する近くの感知素子（複数可）などと一緒に配置される。他の実施形態
では、処理システム１１０の構成要素は、入力デバイス１００の感知素子（複数可）の近
くの１つ又は複数の構成要素及び他のところの１つ又は複数の構成要素とは物理的に分離
されている。例えば、入力デバイス１００は、デスクトップコンピュータに結合された周
辺機器とすることもでき、処理システム１１０は、デスクトップコンピュータの中央制御
装置及び中央制御装置から分離された１つ又は複数のＩＣ（多分、関連するファームウェ
アを備えた）上で走るように構成されたソフトウェアを含むこともできる。別の例として
、入力デバイス１００は、電話に物理的に一体化することもでき、処理システム１１０は
、電話の主プロセッサの一部である回路及びファームウェアを含むこともできる。ある実
施形態では、処理システム１１０は、入力デバイス１００を実装するために専用である。
他の実施形態では、処理システム１１０は、さらに、表示スクリーンを動作させる、触覚
アクチュエータを駆動するなどの他の機能を実行する。
【００３１】
　[0031]処理システム１１０は、処理システム１１０の異なる機能を扱う１組のモジュー
ルとして実装することもできる。各モジュールは、処理システム１１０、ファームウェア
、ソフトウェア、又はそれらの組合せの一部である回路を含むこともできる。様々な実施
形態において、モジュールの異なる組合せを使用することもできる。例示のモジュールは
、センサ電極及び表示スクリーンなどのハードウェアを動作させるためのハードウェア動
作モジュールと、センサ信号及び位置情報などのデータを処理するためのデータ処理モジ
ュールと、情報を報告するための報告モジュールとを含む。さらなる例示のモジュールは
、入力を検出するために感知素子（複数可）を動作させるように構成されたセンサ動作モ
ジュールと、モード変更ジェスチャなどのジェスチャを識別するように構成された識別モ
ジュールと、動作モードを変更するためのモード変更モジュールとを含む。
【００３２】
　[0032]いくつかの実施形態では、処理システム１１０は、１つ又は複数のアクションを
引き起こすことによって感知領域１２０におけるユーザ入力（又はユーザ入力の欠如）に
直接に応答する。例示のアクションには、動作モードの変更、並びにカーソル移動、選択
、メニューナビゲーション、及び他の機能などのＧＵＩアクションが含まれる。いくつか
の実施形態では、処理システム１１０は、電子システムの一部に（例えば、別個の中央処
理システムが存在する場合、処理システム１１０から分離している電子システムのそのよ
うな中央処理システムに）入力（又は入力の欠如）に関する情報を供給する。いくつかの
実施形態では、電子システムの一部は、ユーザ入力に作用するために、例えば、モード変
更アクション及びＧＵＩアクションを含む全範囲のアクションを容易にするなどのために
、処理システム１１０から受け取った情報を処理する。
【００３３】
　[0033]例えば、いくつかの実施形態では、処理システム１１０は、感知領域１２０にお
ける入力（又は入力の欠如）を示す電気信号を作るために入力デバイス１００の感知素子
（複数可）を動作させる。処理システム１１０は、電子システムに供給する情報を生成す
る際に電気信号への適切な量の処理を実行することもできる。例えば、処理システム１１
０は、センサ電極から得たアナログ電気信号をデジタル化することもできる。別の例とし
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て、処理システム１１０は、フィルタ処理又は他の信号調整を実行することもできる。さ
らなる別の例として、処理システム１１０は、ベースラインを減じるか、又はさもなけれ
ばベースラインを補償することもでき、その結果、情報は、電気信号とベースラインとの
間の差を反映する。さらなる例として、処理システム１１０は、位置情報を決定すること
、入力をコマンドとして認識すること、手書きを認識することなどを行うこともできる。
【００３４】
　[0034]本明細書で使用する「位置情報」は、絶対位置、相対位置、速度、加速度、及び
他のタイプの空間情報を広く包含する。例示的な「ゼロ次元」位置情報は、近／遠又は接
触／非接触情報を含む。例示的な「１次元」位置情報は、軸に沿った位置を含む。例示的
な「２次元」位置情報は、面内の運動を含む。例示的な「３次元」位置情報は、空間内の
瞬間速度又は平均速度を含む。さらなる例は、空間情報の他の表現を含む。例えば、ある
期間にわたって位置、運動、又は瞬間速度を追跡した履歴データを含む１つ又は複数のタ
イプの位置情報に関する履歴データを決定し、及び／又は記憶することもできる。
【００３５】
　[0035]いくつかの実施形態では、入力デバイス１００は、処理システム１１０によって
又は何か他の処理システムによって動作される追加の入力構成要素とともに実装される。
これらの追加の入力構成要素は、感知領域１２０における入力に対する冗長機能、又は何
か他の機能を用意することもできる。図１は、感知領域１２０の近くのボタン１３０を示
しており、ボタン１３０は、入力デバイス１００を使用して項目を選択するのを容易にす
るのに使用することもできる。他のタイプの追加の入力構成要素には、スライダ、ボール
、ホイール、スイッチなどが含まれる。逆に、いくつかの実施形態では、入力デバイス１
００は、他の入力構成要素なしに実装することもできる。
【００３６】
　[0036]いくつかの実施形態では、入力デバイス１００はタッチスクリーンとすることも
でき、感知領域１２０は、表示スクリーンの能動区域の少なくとも一部をオーバーラップ
する。例えば、入力デバイス１００は、表示スクリーンを被覆（オーバーレイ；overlay
）する実質的に透明なセンサ電極を含み、関連する電子システム１５０にタッチスクリー
ンインタフェースを設けることもできる。表示スクリーンは、ビジュアルインタフェース
をユーザに表示することもできる任意のタイプのダイナミックディスプレイとすることも
でき、任意のタイプの発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）、陰極線管（
ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマ、エレクトロルミネセンス（ＥＬ）、
又は他のディスプレイ技術を含むこともできる。入力デバイス１００及び表示スクリーン
は、物理的要素を共有することもできる。例えば、いくつかの実施形態は、表示及び感知
のために同じ電気構成要素の一部を利用することもできる。別の例として、表示スクリー
ンは、処理システム１１０によって部分的に又は全体的に動作させることもできる。
【００３７】
　[0037]多くの実施形態は、完全に機能する装置という状況で説明されているが、機構は
様々な形態のプログラム製品（例えば、ソフトウェア）として分散され得ることを理解さ
れたい。例えば、説明されている機構は、電子プロセッサによる読取が可能な情報担持媒
体（例えば、処理システム１１０による読取が可能な非一時的コンピュータ可読及び／又
は記録可能／書込み可能情報担持媒体）上のソフトウェアプログラムとして実装及び分散
することもできる。追加として、実施形態は、分散を実行するために使用される媒体の特
定のタイプに関係なく、等しく当てはまる。非一時的で、電子的に読取り可能な媒体の例
には、様々なディスク、メモリスティック、メモリカード、メモリモジュールなどが含ま
れる。電子的に読取り可能な媒体は、フラッシュ、光学、磁気、ホログラフィック、又は
他の非一時的な記憶技術に基づくこともできる。
［例示のセンサ電極パターン］
【００３８】
　[0038]図２は、様々な実施形態による、入力デバイス１００の感知領域のすべて又は一
部を生成するためにセンサで利用することもできる例示のセンサ電極パターン２００の一
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部分を示す。入力デバイス１００は、静電容量センサ電極パターンを用いて利用される場
合、静電容量入力デバイスとして構成される。図及び説明を明確にするために、非限定の
簡単な長方形センサ電極パターン２００が示されている。単一の組のセンサ電極をもつパ
ターン、単一層に（オーバーラップすることなしに）配設された２組のセンサ電極をもつ
パターン、及び個々のボタン電極を備えるパターンを含む非常に多くの他のセンサ電極パ
ターンを採用できることが正しく理解されよう。図示のセンサ電極パターンは、この例で
は、互いをオーバーレイする複数の受信器電極２７０（２７０－０、２７０－１、２７０
－２、…、２７０－ｎ）と複数の送信器電極２６０（２６０－０、２６０－１、２６０－
２、…、２６０－ｎ）とから構成される。図示の例では、タッチ感知画素は、送信器電極
と受信器電極とが交差する場所に中心がある。静電容量画素２９０は、トランス静電容量
感知の間センサ電極パターン２００によって生成される静電容量画素のうちの１つを示し
ている。図示の例などの交差するセンサ電極パターンでは、ある形態の絶縁材料又は基板
が、一般に、送信器電極２６０と受信器電極２７０との間に配設されることが正しく理解
されよう。しかしながら、いくつかの実施形態では、送信器電極２６０及び受信器電極２
７０は、ルーティング技法及び／又はジャンパを使用することにより互いに同じ層に配設
することもできる。様々な実施形態において、タッチ感知は、感知領域１２０中のどこか
の入力物体を感知することを含み、入力デバイス１００の表面との非接触、入力デバイス
１００の入力表面（例えば、タッチ表面）との接触、ある量の力又は圧力の印加により結
合された入力デバイス１００の入力表面との接触、及び／又はそれらの組合せを含むこと
もできる。
【００３９】
　[0039]トランス静電容量測定を遂行する場合、静電容量画素２９０などの静電容量画素
は、送信器電極２６０と受信器電極２７０との間の局所的静電容量結合の区域である。送
信器電極２６０と受信器電極２７０との間の静電容量結合は、送信器電極２６０及び受信
器電極２７０に関連する感知領域における入力物体の接近及び運動により変化する。
【００４０】
　[0040]いくつかの実施形態では、センサ電極パターン２００は、これらの静電容量結合
を決定するために「走査」される。すなわち、送信器電極２６０は、送信器信号を送信す
るために駆動される。送信器は、一度に１つの送信器電極が送信するか、又は同時に多数
の送信器電極が送信するように動作することもできる。同時に多数の送信器電極が送信す
る場合、これらの多数の送信器電極は、同じ送信器信号を送信し、事実上より大きい送信
器電極を作ることもでき、又はこれらの多数の送信器電極は異なる送信器信号を送信する
こともできる。例えば、多数の送信器電極は、受信器電極２７０の結果として生じる信号
への組合せ効果を別々に決定できるようにする１つ又は複数のコード体系に従って異なる
送信器信号を送信することもできる。
【００４１】
　[0041]受信器電極２７０は、結果として生じる信号を取得するために単独で又は複合的
に動作させることもできる。結果として生じる信号を使用して、静電容量画素での静電容
量結合の測定値を決定することもできる。
【００４２】
　[0042]静電容量画素からの１組の測定値は、画素での静電容量結合を表す「静電容量画
像」（同様に「静電容量フレーム」）を形成する。多数の静電容量画像を多くの期間にわ
たって取得し、それらの間の差を使用して感知領域における入力に関する情報を引き出す
こともできる。例えば、連続する期間にわたって取得された連続する静電容量画像を使用
して、感知領域に入る、感知領域から出て行く、及び感知領域内にいる１つ又は複数の入
力物体の運動（複数可）を追跡することもできる。
【００４３】
　[0043]いくつかの実施形態では、１つ又は複数のセンサ電極２６０又は２７０は、時間
の特定の時期に絶対静電容量感知を実行するように動作することもできる。例えば、受信
器電極２７０－０を充電することもでき、次に、受信器電極２７０－０の静電容量を測定
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することもできる。そのような実施形態では、受信器電極２７０－０と相互作用する入力
物体１４０は、受信器電極２７０－０の近くの電界を変更し、それにより、測定される静
電容量結合を変化させる。この同じ方法で、複数のセンサ電極２７０を使用して、絶対静
電容量を測定することもでき、及び／又は複数のセンサ電極２６０を使用して、絶対静電
容量を測定することもできる。絶対静電容量測定を実行するとき、「受信器電極」及び「
送信器電極」というラベルは、トランス静電容量測定値技法で有している意味を失い、代
わりに、センサ電極２６０又は２７０は、単に「センサ電極」と呼ぶこともでき、又はた
とえセンサ電極２６０又は２７０が絶対静電容量感知の間同じように使用されても、送信
器電極又は受信器電極としてその名称を使用し続けることもできることを正しく理解され
たい。
【００４４】
　[0044]バックグラウンド静電容量ＣＢは、センサ電極パターンの感知領域に入力物体が
ない場合にセンサ電極で測定されたセンサパターンの静電容量画像又は絶対静電容量であ
る。バックグラウンド静電容量は、環境及び動作条件で変化する。
【００４５】
　[0045]静電容量画像及び絶対静電容量測定値は、より効率的な処理のためにセンサデバ
イスのバックグラウンド静電容量に関連して調節することもできる。例えば、様々な技法
をＡＳＩＣ／処理システムの内部及び／又は外部で採用して、絶対静電容量測定値に存在
することが知られているベースライン静電容量のうちのある量を減じる／オフセットする
こともできる。絶対静電容量感知では、そのような電荷オフセットは、ベースライン絶対
静電容量信号測定値の上の入力物体関連成分を含む信号を増幅するために使用されるＡＳ
ＩＣ／処理システムの増幅器のダイナミックレンジを改善する。これは、ベースライン部
分の一部が内部オフセットによって取り除かれる場合、入力物体の存在に帰する信号の成
分がより大きく増幅され得る（増幅器飽和なしに）からである。
【００４６】
　[0046]ベースライン電荷の内部オフセット（ＡＳＩＣ／処理システムの内部の）の多く
の技法が、当技術分野で知られており、増幅器のフィードバックキャパシタに並列のオフ
セット静電容量を利用すること、及び／又は絶対静電容量を測定しているセンサにも結合
されている増幅器の入力部に電荷を注入することを含む。
【００４７】
　[0047]いくつかの実施形態では、本明細書の技法を使用して、感知デバイスの感知領域
のセンサへの及び／又はそれからの感知信号を結合するのに使用されるルーティングトレ
ースを含むプリント回路（例えば、フレキシブルプリント回路、プリント回路基板、リソ
グラフィプリント回路、又は他のタイプのプリント回路）の１つ又は複数の部分は、絶対
静電容量感知の間測定されるベースライン静電容量のうちのある量をオフセットするため
に使用することもできる。このタイプの電荷オフセットは、ＡＳＩＣ／処理システムの外
部で遂行される。本明細書で説明する外部電荷オフセット技法のいずれも単独で利用する
こともでき、又は１つ又は複数の内部電荷オフセット技法と組み合わせて使用することも
できることを正しく理解されたい。
［例示の処理システム］
【００４８】
　[0048]図３は、様々な実施形態による、入力デバイスとともに利用する（例えば、処理
システム１１０の代わりに、入力デバイス１００の一部として）こともできる例示の処理
システム１１０Ａのいくつかの構成要素のブロック図を示す。処理システム１１０Ａは、
１つ又は複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣＳ）、１つ又は複数の集積回路（ＩＣ）
、１つ又は複数のコントローラ、又はそれらの組合せで実装することもできる。１つの実
施形態では、処理システム１１０Ａは、入力デバイス１００の感知領域１２０を実現する
第１及び第２の複数のセンサ電極（例えば、センサ電極２６０及び２７０）のうちの１つ
又は複数のセンサ電極に通信可能に結合される。いくつかの実施形態では、処理システム
１１０Ａと、それが一部である入力デバイス１００とは、表示デバイス、コンピュータ、
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又は他の電子システムなどの電子システム１５０に配設されるか又は通信可能に結合され
得る。
【００４９】
　[0049]１つの実施形態では、処理システム１１０Ａは、構成要素の中で特に、センサモ
ジュール３１０と決定モジュール３２０とを含んでいる。処理システム１１０Ａ及び／又
はその構成要素は、とりわけ、センサ電極パターン２００などのセンサ電極パターンのセ
ンサ電極に結合され得る。例えば、センサモジュール３１０は、入力デバイス１００のセ
ンサ電極パターン（例えば、センサ電極パターン２００）の１つ又は複数のセンサ電極（
２６０、２７０）に結合される。本明細書で説明するように、いくつかの実施形態では、
処理システム（例えば、センサモジュール３１０）は、処理システム１１０Ａとセンサ電
極パターンのセンサ電極との間で信号を搬送するルーティングトレースをさらに含むプリ
ント回路内に配設された１つ又は複数の導体に結合される。これらの導体は、ルーティン
グトレース以外のプリント回路の異なる層に配設され、これらの導体が、オーバーラップ
されたルーティングトレースとそれをオーバーラップする平行導体との間の静電容量結合
を可能にするような方法で、ルーティングトレースの１つ又は複数をオーバーラップしか
つ該１つ又は複数と平行するように配列される。
【００５０】
　[0050]センサモジュール３１０はセンサ回路を含み、感知領域１２０を生成するために
利用されるセンサ電極パターンのセンサ電極と相互作用するように動作する。これには、
非活動であるように、送信器信号で駆動されるように、トランス静電容量感知で使用され
るように、及び／又は絶対静電容量感知で使用されるように第１の複数のセンサ電極（例
えば、送信器電極２７０）を動作させることが含まれる。これには、非活動であるように
、送信器信号で駆動されるように、トランス静電容量感知で使用されるように、及び／又
は絶対静電容量感知で使用されるように第２の複数のセンサ電極（例えば、受信機電極２
７０）を動作させることがさらに含まれる。
【００５１】
　[0051]トランス静電容量感知の間、センサモジュール３１０は、第１の複数のセンサ電
極のうちの１つ又は複数のセンサ電極（例えば、送信器電極２６０のうちの１つ又は複数
）に送信器信号を駆動するように動作する。送信器信号は、矩形波、台形波、又は何か他
の波形とすることもできる。所与の時間間隔で、センサモジュール３１０は、複数のセン
サ電極のうちの１つ又は複数に送信器信号（波形）を駆動することもあり、又は駆動しな
いこともある。センサモジュール３１０は、さらに、第１の複数のセンサ電極の１つ又は
複数に送信器信号を駆動しないとき、そのようなセンサ電極をハイインピーダンス、接地
、又は定電圧に結合させるために利用することもできる。いくつかの実施形態では、トラ
ンス静電容量感知を実行するとき、センサモジュール３１０は、センサ電極パターンの２
つ以上の送信器電極を一度に駆動する。センサ電極パターンの２つ以上のセンサ電極を同
時に駆動するとき、送信器信号は、コードに従ってコード化され得る。センサモジュール
３１０は、さらに、トランス静電容量感知の間第２の複数のセンサ電極（例えば、受信器
電極２７０のうちの１つ又は複数）を介して、結果として生じる信号を受信するように動
作する。トランス静電容量感知の間、受信された結果として生じる信号は、第１の複数の
センサ電極を介して送信された送信器信号（複数可）に対応する効果に対応しかつそれを
含む。これらの送信された送信器信号は、要因の中で特に、入力物体、浮遊容量、雑音、
干渉、及び／又は回路欠陥の存在に起因して、結果として生じる信号の変更又は変化が生
じることがあり、それにより、送信されたバージョンとわずかに又は大幅に異なることが
ある。トランス静電容量感知（絶対静電容量感知と違う異なる時間に実行される）の間、
センサモジュール３１０は、平行導体を接地電位に結合させることもでき、その結果、接
地された平行導体によってオーバーラップされるルーティングトレースはシールドされる
。
【００５２】
　[0052]絶対静電容量感知の間、センサモジュール３１０は、さらに、センサ電極２６０
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又は２７０のうちの１つ又は複数に送信器信号を駆動し、結果として生じる信号をセンサ
電極２６０又は２７０のうちの１つ又は複数から受信するように動作する。絶対静電容量
感知の間、この送信器信号は、絶対静電容量感知信号と呼ぶこともでき、処理システム１
１０Ａと、絶対感知が行われているセンサ電極との間の通信結合を行うルーティングトレ
ースを通して駆動される。絶対静電容量感知を実行している間、結果として生じる信号は
、時間間隔の間１つ又は複数のセンサ電極で受信することもできる。絶対静電容量感知で
は、センサ電極は、駆動されることと、結果として生じる信号を受信するために使用され
ることとの両方が行われる。絶対静電容量感知の間、センサモジュール３１０は、所望の
効果に応じて様々な信号及び／又は電位のうちの１つに平行導体（複数可）を結合させる
。
【００５３】
　[0053]例えば、いくつかの実施形態では、絶対静電容量感知信号がルーティングトレー
スを通して駆動される場合、そのルーティングトレースをオーバーラップする平行導体は
、同じ絶対静電容量感知信号（同じ位相及び同じ振幅）を平行導体に駆動し、その結果、
平行導体は、ルーティングトレースを干渉からガードし、これは「ガーディング」と呼ぶ
こともできる。いくつかの実施形態では、絶対静電容量感知信号がルーティングトレース
を通して駆動される場合、そのルーティングトレースをオーバーラップする平行導体は、
同じ位相であるが異なる振幅の信号を平行導体に駆動し、その結果、平行導体は、オーバ
ーラップされたトレースとの所望の静電容量結合を引き起こすこともできる。ルーティン
グトレースをオーバーラップする平行導体が、同じ位相であるが絶対静電容量感知信号よ
りも大きい振幅を有する信号で駆動される場合、それにより、オーバーラップされたルー
ティングトレースから電荷が減じられ、これは「オーバーガーディング（over guarding
）」と呼ぶこともできる。ルーティングトレースをオーバーラップする平行導体が、同じ
位相であるが絶対静電容量感知信号よりも小さい振幅の信号で駆動される場合、異なる静
電容量結合が起こり、これは「アンダーガーディング（under guarding）」と呼ぶことも
できる。いくつかの実施形態では、絶対静電容量感知信号がルーティングトレースを通し
て駆動される場合、そのルーティングトレースをオーバーラップする平行導体は、逆位相
の信号を平行導体に駆動し、その結果、平行導体は、オーバーラップされたトレースとの
所望の静電容量結合を引き起こすこともでき、これは「アンチガーディング」と呼ぶこと
もできる。
【００５４】
　[0054]いくつかの実施形態では、平行導体は、平行導体によってオーバーラップされて
いるどのルーティングトレースによっても絶対静電容量感知が行われていない期間の間、
接地又は高インピーダンスに結合することもできる。例えば、これは、平行導体によって
オーバーラップされていないルーティングトレースを通して絶対静電容量信号が駆動され
ている場合に生じることがある。
【００５５】
　[0055]センサモジュール３１０は、複数の増幅器を含む。そのような増幅器は、増幅器
、前置増幅器、集積化増幅器、差動増幅器などと呼ばれ、結果として生じる信号を入力部
で受信することもできる。結果として生じる信号は、センサ電極パターン２００などのセ
ンサ電極パターンのセンサ電極からのものである。
【００５６】
　[0056]決定モジュール３２０は、ハードウェア（例えば、ハードウェア論理部及び／又
は他の回路）として、及び／又はハードウェアと、コンピュータ可読記憶媒体に非一時的
方法で記憶されている命令との組合せとして実装することもできる。
【００５７】
　[0057]決定モジュール３２０は、トランス静電容量感知の間第１のセンサ電極と第２の
センサ電極との間のトランス静電容量の静電容量結合の変化の測定値を計算する／決定す
るように動作する。次に、決定モジュール３２０は、そのような測定値を使用して、感知
領域１２０を基準にして入力物体（もしあれば）の位置を含む位置情報を決定する。位置
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情報は、静電容量画像から決定することもできる。静電容量画像は、センサモジュール３
１０によって取得された結果として生じる信号に基づいて決定モジュール３２０によって
決定される。決定モジュール３２０は、結果として生じるコード化信号をデコードし組み
立て直して、複数のセンサ電極のトランス静電容量走査から静電容量画像を構築するよう
に動作することを正しく理解されたい。
【００５８】
　[0058]絶対静電容量感知がセンサ電極２６０及び／又は２７０で実行される実施形態に
おいて、決定モジュール３２０は、さらに、センサ電極への絶対静電容量結合の測定値を
計算する／決定するように動作する。決定モジュール３２０は、これらの測定値を使用し
て、入力物体が感知領域に存在するかどうかを決定することもできる。決定モジュール３
２０は、さらに、これらの測定値を使用して、感知領域を基準にして入力物体の位置を決
定することもできる。そのような測定値に基づいて入力物体の位置を決定する様々な技法
が、当技術分野で知られている。
【００５９】
　[0059]いくつかの実施形態では、処理システム１１０Ａは、様々な入力に基づいて複数
の異なる動作モードのうちの選択されたもので動作するように、センサモジュール３１０
及び／又は決定モジュール３２０などの処理システム１１０Ａの１つ又は複数の部分に指
示する意志決定論理部を含む。
［例示のプリント回路］
【００６０】
　[0060]図４は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス１００の一部と
して利用される例示のプリント回路４００の平面図を示す。プリント回路４００は、いく
つかの方法で、例えば、２、３の例を挙げると、リソグラフィでプリントされた回路、プ
リント回路基板（ＰＣＢ）、又はフレキシブルプリント回路などを介して実装することも
できる。プリント回路４００は、複数のルーティングトレース４６０、４７０を含む。ル
ーティングトレース４６０は、処理システム１１０Ａと送信器電極２６０との間で信号を
通信可能に結合させるのに使用される。例えば、ルーティングトレース４６０－０は、処
理システム１１０Ａと送信器電極２６０－０との間で信号を通信可能に結合させることも
できる。ルーティングトレース４７０は、処理システム１１０Ａと受信器電極２７０との
間で信号を通信可能に結合させるのに使用される。例えば、ルーティングトレース４７０
－０は、処理システム１１０Ａと受信器電極２７０－０との間で信号を通信可能に結合さ
せることもできる。いくつかの実施形態では、プリント回路４００は、処理システム１１
０Ａと、静電容量感知入力デバイス１００に結合される電子システム１５０との間の通信
結合（複数可）（例えば、信号ライン４２０）を追加として行うこともできる。
【００６１】
　[0061]平行導体４３１は、プリント回路４００の一部分として配設され、処理システム
１００Ａとセンサ電極２７０との間のスパンに沿って等しい距離でルーティングトレース
４７０の各々をオーバーラップしかつ該各々と平行する。平行導体４３２は、プリント回
路４００の一部分として配設され、処理システム１１０Ａとセンサ電極２６０との間のス
パンに沿って等しい距離でルーティングトレース４６０の各々をオーバーラップしかつ該
各々と平行する。平行導体４３１及び４３２は、銅などの導電性材料で製作される。いく
つかの実施形態では、平行導体４３１及び４３２は、シールドのために従来使用されてい
るプリント回路の層からエッチングすることもできる。このシールド層の残りの部分は、
エッチング除去される、所定位置に保持される、又は追加の平行導体へとエッチングされ
ることが可能である。明瞭にするために、この銅の層の残りの部分は、図４では省略され
ている。
【００６２】
　[0062]フレキシブルプリント回路実施態様の１つの可能なスタックアップを示す一実施
形態が、図８に示されているが、しかしながら、図８に示されたスタックアップに現われ
ているか又は他の可能なスタックアップに存在する層の多くが、平行導体４３１及び４３
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２とルーティングトレース４７０及び４６０との間の関係を示すこともできるように、図
４では省略されている。例えば、平行導体４３１をルーティングトレース４７０から分離
する図示されていない誘電体材料は、図を明瞭にするために省略されている。同様に、平
行導体４３２をルーティングトレース４６０から分離する図示されていない誘電体材料は
、図を明瞭にするためにやはり省略されている。
【００６３】
　[0063]１つの実施形態では、平行導体４３１及び４３２の各々は、処理システム１１０
Ａの異なる送信器ピンに（プリント回路のスルーホールなどを用いて）結合され、その結
果、平行導体４３１及び４３２は、独立に駆動され、及び／又はある電位に結合され得る
。絶対静電容量感知が、センサ電極２６０のうちの１つ又は複数で行われているが、セン
サ電極２７０のいずれによっても実行されていない一例を考えよう。この例では、平行導
体４３１はルーティングトレース４７０をシールドするために接地することもでき、一方
、信号は平行導体４３２に送信される。送信信号が、ルーティングトレース４６０のより
多くを通して送信される絶対静電容量感知信号と同相である場合、送信信号の振幅は、ル
ーティングトレース４６０をアンダーガードする（ｕｎｄｅｒ　ｇｕａｒｄ）、ガードす
る、又はオーバーガードする（ｏｖｅｒ　ｇｕａｒｄ）ように選択することもできる。オ
ーバーガードが行われている場合、平行導体４３２の信号のより大きい振幅が、センサ電
極２６０と処理システム１１０Ａとの間で絶対静電容量感知信号を結合させるのに使用さ
れているルーティングトレース４６０のいずれかに静電容量的に結合し、ルーティングト
レース４６０のいずれかから電荷をオフセットする（減じる）ので、送信信号はオフセッ
ト信号となる。
【００６４】
　[0064]絶対静電容量感知が、センサ電極２７０のうちの１つ又は複数で行われているが
、センサ電極２６０のいずれによっても実行されていない一例を考えよう。この例では、
平行導体４３２はルーティングトレース４６０をシールドするために接地することもでき
、一方、オフセット信号が平行導体４３１に送信される。送信信号が、ルーティングトレ
ース４７０のより多くを通して送信される絶対静電容量感知信号と同相である場合、送信
信号の振幅は、ルーティングトレース４７０をアンダーガードする、ガードする、又はオ
ーバーガードするように選択することもできる。オーバーガードが行われている場合、送
信信号はオフセット信号となり、平行導体４３１のオフセット信号のより大きい振幅が、
センサ電極２７０と処理システム１１０Ａとの間で絶対静電容量感知信号を結合させるの
に使用されているルーティングトレース４７０のいずれかから電荷をオフセットする（減
じる）。
【００６５】
　[0065]絶対静電容量感知が、センサ電極２７０のうちの１つ又は複数と、センサ電極２
６０のうちの１つ又は複数とで同時に行われている一例を考えよう。この例では、信号は
、平行導体４３２及び平行導体４３１の両方に送信され得る。１つの実施形態では、平行
導体４３１に送信される信号は、ルーティングトレース４７０の１つ又は複数を通して送
信される絶対静電容量感知信号と同相であり、一方、平行導体４３２に送信される信号は
、ルーティングトレース４６０の１つ又は複数を通して送信される絶対静電容量感知信号
と同相である。平行導体４３１及び４３２の各々に送信される信号の振幅は、同一である
ことも異なっていてもよく、各々は、それぞれの平行導体の各々によってオーバーラップ
されたルーティングトレースをアンダーガードする、ガードする、又はオーバーガードす
るように選択することもできる。１つの実施形態では、平行導体４３２に結合されたオー
バーガードオフセット信号の振幅は、平行導体４３１に送信されるオーバーガードオフセ
ット信号の振幅よりも大きく、その理由は、ルーティングトレース４６０がルーティング
トレース４７０よりも一般に大きい長さであり、それにより、より大きく環境にさらされ
ることと、ディスプレイパネル、静電容量センサ、電子デバイスなどの電子信号により大
きくさらされることとに起因して、ルーティングトレース４６０からオフセットさせるよ
り多くのバックグラウンド静電容量が存在するからである。
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【００６６】
　[0066]トランス静電容量感知が、センサ電極２６０及び２７０を使用して実行される（
これらのセンサ電極が絶対静電容量感知で使用されているときと違う別個の時間に）一実
施形態では、平行導体４３１及び４３２の一方又は両方は、それぞれの平行導体によって
オーバーラップされるルーティングトレース４７０及び４６０をシールドするために接地
に結合させることもできる。
【００６７】
　[0067]図５は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス１００の一部と
して利用される例示のプリント回路５００の平面図を示す。プリント回路５００は、いく
つかの方法で、例えば、２、３の例を挙げると、リソグラフィでプリントされた回路、プ
リント回路基板（ＰＣＢ）、又はフレキシブルプリント回路などを介して実装することも
できる。プリント回路５００は、平行導体４３２が平行導体５３３に入れ替わっているこ
とを除いてプリント回路４００に極めて類似している。平行導体５３３は、ルーティング
トレース４６０のそれぞれのスパンに沿って異なる距離でルーティングトレース４６０の
各々と平行しかつ各々をオーバーラップするように整形される。例えば、平行導体５３３
の傾斜部分により、ルーティングトレース４６０－１は、ルーティングトレース４６０－
１よりも大きい長さでオーバーラップされる。ルーティングトレースが長いほど、オーバ
ーラップされるスパンの部分が大きくなるので、この整形により、静電容量結合はより長
いトレースではより大きくなることもできる。他の形状を使用して、同様の結果を得るこ
ともでき、例えば、いくつかの実施形態では、平行導体５３３の傾斜部分は階段状である
。
【００６８】
　[0068]平行導体５３３は、プリント回路５００の一部分として配設される。平行導体５
３３は、銅などの導電性材料で製作される。いくつかの実施形態では、平行導体４３１及
び５３３は、シールドのために従来使用されているプリント回路の層からエッチングする
こともできる。このシールド層の残りの部分は、エッチング除去される、所定位置に保持
される、又は追加の平行導体へとエッチングされることが可能である。明瞭にするために
、この銅の層の残りの部分は、図５では省略されている。
【００６９】
　[0069]フレキシブルプリント回路実施態様の１つの可能なスタックアップを示す実施形
態が、図８に示されているが、しかしながら、図８に示されたスタックアップに現われて
いるか又は他の可能なスタックアップに存在する層の多くが、平行導体４３１及び５３３
とルーティングトレース４６０及び４７０との間の関係を示すこともできるように、図５
では省略されている。例えば、平行導体４３１をルーティングトレース４７０から分離す
る図示されていない誘電体材料は、図を明瞭にするために省略されている。同様に、平行
導体５３３をルーティングトレース４７０から分離する図示されていない誘電体材料は、
図を明瞭にするためにやはり省略されている。
【００７０】
　[0070]１つの実施形態では、平行導体４３１及び５３３の各々は、処理システム１１０
Ａの異なる送信器ピンに（プリント回路のスルーホールなどを用いて）結合され、その結
果、平行導体４３１及び５３３は、独立に駆動され、及び／又はある電位に結合され得る
。平行導体５３３は、平行導体４３２に関して前に説明した使用法と同様の方法で利用さ
れ、それにより、ルーティングトレース４６０が処理システム１１０Ａとセンサ電極２６
０との間で絶対静電容量感知信号を通信するために利用される場合、ルーティングトレー
ス４６０のいずれかから電荷をオフセットするために使用することもできる。
【００７１】
　[0071]図６は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス１００の一部と
して利用される例示のプリント回路６００の平面図を示す。プリント回路６００は、いく
つかの方法で、例えば、２、３の例を挙げると、リソグラフィでプリントされた回路、プ
リント回路基板（ＰＣＢ）、又はフレキシブルプリント回路などを介して実装することも
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できる。プリント回路６００は、別々の平行導体４３１及び４３２が省略されており、ル
ーティングトレース４６０及びルーティングトレース４７０の両方をオーバーラップする
単一の平行導体６３４が含まれていることを除いてプリント回路４００に極めて類似して
いる。平行導体６３４は、プリント回路６００の一部分として配設される。平行導体６３
４は、ルーティングトレース４６０及びルーティングトレース４７０のそれぞれのスパン
に沿って同じ距離でルーティングトレース４６０及びルーティングトレース４７０の各々
と平行しかつ各々をオーバーラップするように整形される。
【００７２】
　[0072]平行導体６３４は、銅などの導電性材料で製作される。いくつかの実施形態では
、平行導体６３４は、シールドのために従来使用されているプリント回路の層からエッチ
ングすることもできる。このシールド層の残りの部分は、エッチング除去される、所定位
置に保持される、又は追加の平行導体へとエッチングされることが可能である。明瞭にす
るために、この銅の層の残りの部分は、図６では省略されている。
【００７３】
　[0073]フレキシブルプリント回路実施態様の１つの可能なスタックアップを示す一実施
形態が、図８に示されているが、しかしながら、図８に示されたスタックアップに現われ
ているか又は他の可能なスタックアップに存在する層の多くが、平行導体６３４とルーテ
ィングトレース４６０及び４７０との間の関係を示すこともできるように、図６では省略
されている。例えば、平行導体６３４をルーティングトレース４６０及び４７０から分離
する図示されていない誘電体材料は、図を明瞭にするために省略されている。
【００７４】
　[0074]１つの実施形態では、平行導体６３４は、信号で駆動されるか又はある電位に結
合されるように、処理システム１１０Ａの送信器ピンに（プリント回路のスルーホールな
どを用いて）結合される。絶対静電容量感知が、センサ電極２６０のうちの１つ又は複数
で行われているが、センサ電極２７０のいずれによっても実行されていない一例を考えよ
う。この例では、信号は、平行導体６３４に送信される。送信信号が、ルーティングトレ
ース４６０のより多くを通して送信される絶対静電容量感知信号と同相である場合、送信
信号の振幅は、ルーティングトレース４６０をアンダーガードする、ガードする、又はオ
ーバーガードするように選択することもできる。オーバーガードが行われている場合、平
行導体６３４の信号のより大きい振幅が、センサ電極２６０と処理システム１１０Ａとの
間で絶対静電容量感知信号を結合させるのに使用されているルーティングトレース４６０
のうちのいずれかに静電容量的に結合し、ルーティングトレース４６０のうちのいずれか
から電荷をオフセットする（減じる）ので、送信信号はオフセット信号となる。ガードが
行われている場合、送信信号は、ルーティングトレース４６０のうちの１つ又は複数を通
して送信される絶対静電容量感知信号の振幅と同じ振幅の信号である。
【００７５】
　[0075]絶対静電容量感知が、センサ電極２７０のうちの１つ又は複数で行われているが
、センサ電極２６０のいずれによっても実行されていない一例を考えよう。この例では、
信号は、平行導体６３４に送信される。送信信号が、ルーティングトレース４７０のより
多くを通して送信される絶対静電容量感知信号と同相である場合、送信信号の振幅は、ル
ーティングトレース４７０をアンダーガードする、ガードする、又はオーバーガードする
ように選択することもできる。オーバーガードが行われている場合、平行導体６３４の信
号のより大きい振幅が、センサ電極２７０と処理システム１１０Ａとの間で絶対静電容量
感知信号を結合させるのに使用されているルーティングトレース４７０のうちのいずれか
に静電容量的に結合し、ルーティングトレース４７０のうちのいずれかから電荷をオフセ
ットする（減じる）ので、送信信号はオフセット信号となる。ガードが行われている場合
、送信信号は、ルーティングトレース４７０のうちの１つ又は複数を通して送信される中
間での絶対静電容量感知信号の振幅と同じ振幅の信号である。
【００７６】
　[0076]絶対静電容量感知が、センサ電極２７０のうちの１つ又は複数と、センサ電極２
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６０のうちの１つ又は複数とで同時に行われている一例を考えよう。１つの実施形態では
、平行導体６３４に送信される信号は、ルーティングトレースを通して送信される絶対静
電容量感知信号と同相である。平行導体６３４に送信される信号の振幅は、それぞれの平
行導体の各々によってオーバーラップされたルーティングトレースをアンダーガードする
、ガードする、又はオーバーガードするように選択することもできる。
【００７７】
　[0077]トランス静電容量感知が、センサ電極２６０及び２７０を使用して実行される（
これらのセンサ電極が絶対静電容量感知で使用されているときと違う別個の時間に）一実
施形態では、１つの平行導体６３４は接地に結合されて、１つの平行導体６３４がオーバ
ーラップするルーティングトレース４７０及び４６０をシールドすることもできる。
【００７８】
　[0078]図７は、いくつかの実施形態による、静電容量感知入力デバイス１００の一部と
して利用される例示のプリント回路７００の平面図を示す。プリント回路７００は、いく
つかの方法で、例えば、２、３の例を挙げると、リソグラフィでプリントされた回路、プ
リント回路基板（ＰＣＢ）、又はフレキシブルプリント回路などを介して実装することも
できる。プリント回路７００は、プリント回路４００及び６００に極めて類似しており、
プリント回路７００が平行導体６３４と一緒に別々の平行導体４３１及び４３２を含んで
いるという点で本質的にプリント回路４００及び６００の組合せである。
【００７９】
　[0079]平行導体４３２、４３２、及び６３４は、銅などの導電性材料で製作される。い
くつかの実施形態では、平行導体４３１、４３２、及び６３４は、シールドのために従来
使用されているプリント回路の層からエッチングすることもできる。このシールド層の残
りの部分は、エッチング除去される、所定位置に保持される、又は追加の平行導体へとエ
ッチングされることが可能である。明瞭にするために、この銅の層の残りの部分は、図７
では省略されている。
【００８０】
　[0080]フレキシブルプリント回路実施態様の１つの可能なスタックアップを示す一実施
形態が、図８に示されているが、しかしながら、図８に示されたスタックアップに現われ
ているか又は他の可能なスタックアップに存在する層の多くが、平行導体４３１、４３２
、及び６３４とルーティングトレース４６０及び４７０との間の関係を示すこともできる
ように、図７では省略されている。例えば、平行導体４３１、４３２、及び６３４をルー
ティングトレース４６０及び４７０から分離する図示されていない誘電体材料は、図を明
瞭にするために省略されている。
【００８１】
　[0081]１つの実施形態では、平行導体４３１、４３２、及び６３４の各々は、独立して
、信号で駆動される、及び／又はある電位に結合されるように、処理システム１１０Ａの
別々の送信器ピンに（プリント回路のスルーホールなどを用いて）結合される。絶対静電
容量感知が、センサ電極２６０のうちの１つ又は複数で行われているが、センサ電極２７
０のいずれによっても実行されていない一例を考えよう。この例では、平行導体４３１は
ルーティングトレース４７０をシールドするために接地することもでき、一方、ガード信
号が平行導体６３４に送信され、オーバーガードオフセット信号が平行導体４３２に送信
される。
【００８２】
　[0082]絶対静電容量感知が、センサ電極２７０のうちの１つ又は複数で行われているが
、センサ電極２６０のいずれによっても実行されていない一例を考えよう。この例では、
平行導体４３２はルーティングトレース４６０をシールドするために接地することもでき
、一方、ガード信号が平行導体６３４に送信され、オーバーガードオフセット信号が平行
導体４３１に送信される。
【００８３】
　[0083]絶対静電容量感知が、センサ電極２７０のうちの１つ又は複数と、センサ電極２
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６０のうちの１つ又は複数とで同時に行われている一例を考えよう。この例では、ガード
信号を平行導体６３４に送信することもでき、一方、まったく異なるアンダーガード信号
、ガード信号、又はオーバーガード信号を平行導体４３１及び４３２の各々に送信するこ
ともできる。
【００８４】
　[0084]トランス静電容量感知が、センサ電極２６０及び２７０を使用して実行される（
これらのセンサ電極が絶対静電容量感知で使用されているときと違う別個の時間に）一実
施形態では、平行導体４３１、４３２、及び６３４のうちの１つ又は複数は、それぞれの
平行導体によってオーバーラップされるルーティングトレース４７０及び４６０をシール
ドするために接地に結合することもできる。
【００８５】
　[0085]図示した実施形態は、図示されていない様々な方法で組み合わせる、及び／又は
利用することもできることを理解されたい。例えば、図４を参照すると、１つの実施形態
では、平行導体４３１及び４３２のいずかのものは省略することもでき、図７を参照する
と、平行導体４３１及び４３２のいずれかは省略する、及び／又は平行導体５３３と同様
の整形された導体で入れ替えることもでき、図６及び７を参照すると、平行導体６３４の
すべて又は一部分は、あるオーバーラップされたルーティングトレースが他のものよりも
大きい距離でオーバーラップされるように整形することもできる。すべてのルーティング
トレースが、本明細書で説明するタイプの平行導体によってオーバーラップされる必要が
あるとは限らないことを正しく理解されたい。追加として、図４に示した実施形態などの
いくつかの実施形態では、いくつかのルーティングトレース（４６０、４７０）は、平行
導体４３１及び４３２の両方によってオーバーラップされてもよい。
［例示のプリント回路スタックアップ］
【００８６】
　[0086]図８は、いくつかの実施形態による、プリント回路７００の例示のフレキシブル
プリント回路実施態様の分解側面断面図Ａ－Ａを示す。断面Ａ－Ａは、図７の切断線及び
矢印Ａ－Ａの方向に取られている。上部から下部にかけて、スタックアップの第１の層は
処理システム１１０Ａ（ＡＳＩＣとして実装することもできる）であり、スタックアップ
の第２の層はカバーレイ８２０であり、スタックアップの第３の層は、ルーティングトレ
ース４６０及び４７０が配設される導電層であり、スタックアップの第４の層はコア材料
８３０であり、スタックアップの第５の層は、平行導体６３４が配設される別の導電層で
あり、スタックアップの第６の層はカバーレイ８５０である。これは高水準記述であり、
多くの変形が可能であることを正しく理解されたい。このスタックアップは、ルーティン
グトレース４６０及び４７０に関して平行導体６３４の実質的に平行な性質及びオーバー
ラップの性質を示すために提供されている。見て分るように、それらの実質的に平行な方
位及び分離により、プリント回路静電容量結合（ＣＰＲＴ＿ＣＩＲ）が、平行導体６３４
とルーティングトレース４６０及び４７０の各々との間に存在することもできる。同様の
プリント回路の静電容量結合が、他の図示した平行導体（４３１、４３２、５３３）と、
各々がオーバーラップするそれぞれのルーティングトレースとの間に存在する。同様のス
タックアップが、限定はしないが、プリント回路基板及びリソグラフィプリント回路を含
む他のタイプのプリント回路に実装され得ることを正しく理解されたい。ルーティングト
レースをオーバーラップする導体（例えば、「平行導体」）は、多くの場合、本明細書で
はオーバーラップされたルーティングトレース（複数可）と平行するとされているが、そ
の理由は、導体が、オーバーラップされたルーティングトレース（複数可）に沿ったある
スパンの間１つ又は複数の中間層が存在することに起因して多かれ少なかれ均一の距離だ
けルーティングトレースから分離されるからである。しかしながら、これらの中間層の厚
さ、１つ又は複数のオーバーラップされたルーティングトレースの厚さ、及び導電層の厚
さの１つ又は複数に変動があり得ることを正しく理解されたい。これらの変動は、例えば
、材料の制限のために、製造における変動のために、又は他の理由で生じることがある。
そのような小さいずれのため、「平行導体」は、オーバーラップされたルーティングトレ
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ースの一部又はすべてにとって「実質的に平行」であるにすぎないことになる場合がある
。そのような小さいずれは予測され、プリント回路を使用するオフセット静電容量のため
の本明細書で説明している技法に実質的に影響を与えず、あらゆる点で、平行及び実質的
に平行という用語は交換可能に使用することもできる。
［いくつかの例示の電荷オフセット技法の説明］
【００８７】
　[0087]図９Ａは、いくつかの実施形態による、プリント回路によってセンサ電極に結合
された処理システム１１０Ａの一部分の回路図９００Ａである。絶対静電容量感知を実施
するとき、センサ電極２６０－０は、ルーティングトレース４６０－０を介したＴＸ０な
どの送信器ピンへの結合により絶対静電容量感知信号で駆動される。同時に、プリント回
路４００の異なる層でルーティングトレース４６０－０をオーバーラップする平行導体４
３２などの平行導体は、ＴＸ１などの送信器ピンへの平行導体４３２の結合によりオーバ
ーガードオフセット信号で駆動することもできる。このようにして、静電容量結合ＣＰＲ

Ｔ＿ＣＩＲを介して、ベースライン静電容量（ＣＢ）の一部が、処理システム１１０Ａの
外部でオフセットされる（減じられる）。いくつかの実施形態では、外部電荷削減は、電
荷削減の唯一の手段として使用することもできる。他の実施形態では、その１つの例が図
９Ｂに示されており、絶対静電容量感知の間、内部電荷削減の１つ又は複数の機構を外部
電荷削減に関連して利用することもできる。
【００８８】
　[0088]図９Ｂは、いくつかの実施形態による、プリント回路によってセンサ電極に結合
された処理システム１１０Ａの一部分の回路図９００を示す。処理システム１００Ａの図
示の部分は、選択可能スイッチＳＷ１を通してセンサ電極２６０－０に結合される反転入
力部を有する差動増幅器９１０を含む。選択可能電圧を、増幅器９１０の非反転入力部で
変調するか又は設定する（例えば、ＶＤＤ／２）こともできる。フィードバックキャパシ
タＣＦＢ０が、増幅器９１０の出力部と反転入力部との間に結合される。フィードバック
キャパシタＣＦＢ１の第１の側は、増幅器９１０の反転入力部に結合され、一方、キャパ
シタＣＦＢ１の第２の側は、選択可能スイッチＳＷ２によりＶＤＤ、接地、又は増幅器９
１０の出力部に結合される。ＣＦＢ１は、含まれている場合、増幅器９１０の出力部に結
合される前に、処理システム１００Ａの内部にある電荷オフセットの１つの機構として、
接地又はＶＤＤに事前充電することもできる。粗ベースライン補正キャパシタＣＣＢＣは
、増幅器９１０の反転入力部に結合され、静電容量値の調節及び調整可能信号ＳＩＧＣＢ

Ｃによる駆動の両方を行うこともでき、その結果、センサ電極２６０－０から結合される
電荷を、選択された量だけオフセットすることもできる。ＣＣＢＣは、含まれている場合
、処理システム１００Ａの内部にある電荷オフセットの機構を備える。絶対静電容量感知
を実施するとき、センサ電極２６０－０は、ルーティングトレース４６０－０を介したＴ
Ｘ０などの送信器ピンへの結合により絶対静電容量感知信号ＳＩＧＡＢＳで駆動される。
同時に、プリント回路４００の異なる層でルーティングトレース４６０－０をオーバーラ
ップする平行導体４３２などの平行導体は、ＴＸ１などの送信器ピンへの平行導体４３２
の結合によりオーバーガードオフセット信号で駆動することもできる。このようにして、
静電容量結合ＣＰＲＴ＿ＣＩＲを介して、ベースライン静電容量（ＣＢ）の一部が、処理
システム１１０Ａの外部でオフセットされる（減じられる）。
【００８９】
　[0089]内部電荷削減の２つの機構が図９Ｂに示されているが、外部電荷削減（ＣＰＲＴ

＿ＣＩＲを介する）は、これらの機構のいずれか若しくは両方との組合せ、又はこれら及
び他の内部電荷削減機構の１つ又は複数との組合せとすることもできることを正しく理解
されたい。
［いくつかの例示の信号の比較］
【００９０】
　[0090]図１０は、様々な実施形態で使用することもできるいくつかの例示の信号の比較
を示す。振幅Ａをもつ被変調絶対静電容量感知信号ＳＩＧＡＢＳが、比較目的のために示
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されている。信号１０１０は、アンダーガード信号の一例であり、ＳＩＧＡＢＳと同相で
あるが、ＳＩＧＡＢＳよりも小さい振幅である。信号１０２０は、ガード信号の一例であ
り、ＳＩＧＡＢＳと同相であり、ＳＩＧＡＢＳと同じ振幅を有する。信号１０３０は、オ
ーバーガード信号の一例であり、ＳＩＧＡＢＳと同相であるが、ＳＩＧＡＢＳよりも大き
い振幅である。信号１０４０は、アンチガード信号の一例であり、ＳＩＧＡＢＳと同じ振
幅を有するが、１８０度位相外れである。
［例示の動作の方法］
【００９１】
　[0091]図１１Ａ及び１１Ｂは、様々な実施形態による、静電容量感知の方法の流れ図１
１００を示す。この方法の手順が、図１～１０のうちの１つ又は複数の要素及び／又は構
成要素を参照して説明される。いくつかの実施形態では、手順は、説明した以外の異なる
順序で実行することもでき、説明した手順の一部が実行されないことがあり、及び／又は
説明した手順への１つ又は複数の追加の手順が実行され得ることを正しく理解されたい。
【００９２】
　[0092]図１１Ａを参照すると、流れ図１１００の手順１１１０において、１つの実施形
態では、絶対静電容量感知信号が、プリント回路の複数のルーティングトレースの少なく
とも１つを通る。様々な実施形態において、プリント回路は、スタックアップのある層の
ルーティングトレースと、絶縁材料によってルーティングトレースから分離されているス
タックアップの別の層の導電層とを有するフレキシブルプリント回路、プリント回路基板
、リソグラフィプリント回路、又は別のプリント回路とすることもできる。１つの実施形
態では、これは、複数のルーティングトレース４６０、４７０のうちの１つのルーティン
グトレース（例えば、ルーティングトレース４６０－０）を通してセンサ電極パターン（
例えば、センサ電極パターン２００）のうちの１つのセンサ電極（例えば、センサ電極２
６０－０）に至る送信器信号（絶対静電容量感知信号とも呼ばれる）を駆動する処理シス
テム１１０Ａのセンサモジュール３１０を含む。
【００９３】
　[0093]図１１Ａを引き続いて参照すると、流れ図１１００の手順１１２０において、１
つの実施形態では、絶対静電容量感知が、センサ電極パターンの複数のセンサ電極のうち
の少なくとも１つのセンサ電極で実行され、ここで、少なくとも１つのセンサ電極は、上
記複数のルーティングトレースのうちの少なくとも１つに結合されている。以前の例とと
もに続いて、１つの実施形態では、処理システム１１０Ａは、センサ電極パターン２００
のセンサ電極２６０－０で絶対静電容量感知を実行する。
【００９４】
　[0094]図１１Ａを引き続いて参照すると、流れ図１１００の手順１１３０において、１
つの実施形態では、オフセット信号が、複数のルーティングトレースのうちの少なくとも
１つをオーバーラップする平行導体に送信され、その結果、電荷は、絶対静電容量感知の
間、複数のルーティングトレースのうちの少なくとも１つからオフセットされる。以前の
例に続いて、１つの実施形態では、センサモジュール３１０は、センサ電極２６０－０で
測定されたあるバックグラウンド静電容量（ベースライン静電容量の一部である）をオフ
セットする（減じる）ために、ルーティングトレース４６０－０をオーバーラップする平
行導体４３２にオフセット信号を送信する。このオフセット信号は、絶対静電容量感知信
号と同相であり、絶対静電容量感知信号の振幅よりも大きい信号レベル（大きい振幅）の
ものである。
【００９５】
　[0095]図１１Ｂを参照すると、流れ図１１００の手順１１４０に示されるように、いく
つかの実施形態では、１１１０～１１３０で説明したような方法は、複数のルーティング
トレースのうちの少なくとも１つをオーバーラップする第２の平行導体にガード信号を送
信することをさらに含み、その結果、第２の平行導体によってオーバーラップされる複数
のルーティングトレースのうちの少なくとも１つに属する一部分は、絶対静電容量感知の
間ガードされる。平行導体及び第２の平行導体は、複数のルーティングトレースのうちの
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少なくとも１つに属する異なる部分をオーバーラップする。手順１１３０の説明に含まれ
る例に続いて、図７を参照して、いくつかの実施形態では、センサモジュール３１０は、
平行導体４３２によってオーバーラップされる部分以外のルーティングトレース４６０－
０の異なる部分をオーバーラップする平行導体６３４にガード信号を送信する。
【００９６】
　[0096]図１１Ｂを引き続いて参照すると、流れ図１１００の手順１１５０に示されるよ
うに、いくつかの実施形態では、１１１０～１１３０で説明したような方法は、複数のル
ーティングトレースのうちの第２の異なる少なくとも１つをオーバーラップする第２の平
行導体にガード信号を送信することをさらに含み、その結果、第２の平行導体によってオ
ーバーラップされる複数のルーティングトレースのうちの第２の少なくとも１つに属する
一部分は、絶対静電容量感知の間ガードされる。手順１１３０の説明に含まれる例に続い
て、図４及び７を参照して、いくつかの実施形態では、センサモジュール３１０は、複数
のルーティングトレース４６０、４７０のうちの第２の異なる１つ（例えば、ルーティン
グトレース４７０－０）をオーバーラップする平行導体４３１にガード信号を送信する。
【００９７】
　[0097]図１１Ｂを引き続いて参照すると、流れ図１１００の手順１１６０に示されるよ
うに、いくつかの実施形態では、１１１０～１１３０で説明したような方法は、センサ電
極を使用してトランス静電容量感知を実行することをさらに含む。トランス静電容量感知
は、絶対静電容量感知と違う別個で異なる時間に実行される。手順１１１０～１１３０の
説明に提示された例に続いて、１つの実施形態では、これは、センサモジュール３１０が
センサ電極パターン２００のセンサ電極を使用してトランス静電容量感知を実行すること
を含む。
【００９８】
　[0098]図１１Ｂを引き続いて参照すると、流れ図１１００の手順１１７０において、１
つの実施形態では、平行導体は、トランス静電容量感知の間接地に結合される。手順１１
１０～１１３０及び１１６０の説明に提示された例に続いて、１つの実施形態では、これ
は、センサモジュール３１０が平行導体４３２を接地に結合させることを含む。追加の平
行導体も接地に結合させることもできることを正しく理解されたい。
【００９９】
　[0099]短い概要として、この記述は、少なくとも以下の広い概念を開示している。
［概念１］
　プリント回路の複数のルーティングトレースのうちの少なくとも１つを通して絶対静電
容量感知信号を駆動するステップと、
　センサ電極パターンの複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極で絶対静
電容量感知を実行するステップであり、上記少なくとも１つのセンサ電極が、上記複数の
ルーティングトレースのうちの上記少なくとも１つに結合されている、実行するステップ
と、
　電荷が、上記絶対静電容量感知の間、上記複数のルーティングトレースのうちの上記少
なくとも１つからオフセットされるように、上記複数のルーティングトレースのうちの上
記少なくとも１つをオーバーラップする平行導体にオフセット信号を送信するステップと
を含む静電容量感知の方法。
［概念２］
　電荷が、上記絶対静電容量感知の間、上記複数のルーティングトレースのうちの上記少
なくとも１つからオフセットされるように、上記複数のルーティングトレースのうちの上
記少なくとも１つをオーバーラップする平行導体にオフセット信号を送信する上記ステッ
プが、
　上記絶対静電容量感知信号と同相の同相信号（in-phase signal）として上記オフセッ
ト信号を送信するステップ
を含む、概念１に記載の方法。
［概念３］



(23) JP 6568530 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

　上記絶対静電容量感知信号と同相の同相信号として上記オフセット信号を送信する上記
ステップが、
　上記絶対静電容量感知信号の振幅よりも大きいレベルに上記オフセット信号の振幅を設
定するステップ
を含む、概念２に記載の方法。
［概念４］
　上記絶対静電容量感知の間、第２の平行導体によってオーバーラップされている上記複
数のルーティングトレースのうちの上記少なくとも１つに属する一部分がガードされるよ
うに、上記複数のルーティングトレースのうちの上記少なくとも１つをオーバーラップす
る上記第２の平行導体にガード信号を送信するステップであり、上記平行導体及び上記第
２の平行導体が、上記複数のルーティングトレースのうちの上記少なくとも１つに属する
異なる部分をオーバーラップする、送信するステップをさらに含む、概念１に記載の方法
。
［概念５］
　上記絶対静電容量感知の間、第２の平行導体によってオーバーラップされている上記複
数のルーティングトレースのうちの第２の少なくとも１つに属する一部分がガードされる
ように、上記複数のルーティングトレースのうちの上記第２の異なる少なくとも１つをオ
ーバーラップする上記第２の平行導体にガード信号を送信するステップをさらに含む、概
念１に記載の方法。
［概念６］
　上記絶対静電容量感知と違う別個の時間に上記センサ電極を使用してトランス静電容量
感知を実行するステップと、
　上記トランス静電容量感知の間上記平行導体を接地に結合させるステップと
をさらに含む、概念１に記載の方法。
［概念７］
　　センサ電極パターンの複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極で絶対
静電容量感知を実行するために、プリント回路の複数のルーティングトレースのうちの少
なくとも１つを通して絶対静電容量感知信号を駆動し、ここで、上記少なくとも１つのセ
ンサ電極が、上記複数のルーティングトレースのうちの上記少なくとも１つに結合されて
おり、
　　電荷が、上記絶対静電容量感知の間、上記複数のルーティングトレースのうちの上記
少なくとも１つからオフセットされるように、上記複数のルーティングトレースのうちの
上記少なくとも１つをオーバーラップする平行導体にオフセット信号を送信する
ように構成された、センサモジュールと、
　上記絶対静電容量感知に基づいて上記複数のセンサ電極の感知領域内の入力を決定する
ように構成された決定モジュールと
を備える処理システム。
［概念８］
　上記センサモジュールが、
　上記絶対静電容量感知と違う別個の時間に上記センサ電極を使用してトランス静電容量
感知を実行し、
　上記トランス静電容量感知の間上記平行導体を接地に結合させる
ようにさらに構成され、
　上記決定モジュールが、上記トランス静電容量感知に基づいて上記複数のセンサ電極の
感知領域内の入力を決定するようにさらに構成される、概念７に記載の処理システム。
［概念９］
　上記センサモジュールが、上記絶対静電容量感知信号と同相の同相信号として上記オフ
セット信号を送信するように構成される、概念７に記載の処理システム。
［概念１０］
　上記センサモジュールは、電荷が上記複数のルーティングトレースからオフセットされ
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るように上記絶対静電容量感知信号の振幅よりも大きいレベルに上記オフセット信号の振
幅を設定するように構成される、概念９に記載の処理システム。
［概念１１］
　上記センサモジュールは、上記絶対静電容量感知の間、第２の平行導体によってオーバ
ーラップされている上記複数のルーティングトレースのうちの上記少なくとも１つに属す
る一部分がガードされるように、上記複数のルーティングトレースのうちの上記少なくと
も１つをオーバーラップする上記第２の平行導体にガード信号を送信するようにさらに構
成され、上記平行導体及び上記第２の平行導体が、上記複数のルーティングトレースのう
ちの上記少なくとも１つに属する異なる部分をオーバーラップする、概念７に記載の処理
システム。
［概念１２］
　上記センサモジュールが、
　上記絶対静電容量感知の間、第２の平行導体によってオーバーラップされている上記複
数のルーティングトレースのうちの第２の少なくとも１つに属する一部分がガードされる
ように、上記複数のルーティングトレースのうちの上記第２の異なる少なくとも１つをオ
ーバーラップする上記第２の平行導体にガード信号を送信する
ようにさらに構成される、概念７に記載の処理システム。
［概念１３］
　複数のセンサ電極を含むセンサ電極パターンと、
　絶対静電容量感知を実行するために上記センサ電極を動作させるように構成された処理
システムと、
　プリント回路とを備え、上記プリント回路が、
　　上記センサ電極と上記処理システムとの間で信号を通信可能に結合させるように構成
された複数のルーティングトレース、及び
　　上記複数の上記ルーティングトレースをオーバーラップし、上記処理システムに結合
され、上記絶対静電容量感知の間上記複数のルーティングトレースから電荷をオフセット
するように構成された平行導体
を含む、静電容量感知入力デバイス。
［概念１４］
　第２の複数のルーティングトレースと、
　上記第２の複数の上記ルーティングトレースをオーバーラップし、上記処理システムに
結合され、上記絶対静電容量感知の間上記第２の複数のルーティングトレースに送信され
た信号と実質的に同じ振幅の同相信号で上記第２の複数のルーティングトレースをガード
するように構成された第２の平行導体と
をさらに含む、概念１３に記載の入力デバイス。
［概念１５］
　上記複数のルーティングトレース及び上記第２の複数のルーティングトレースが、ルー
ティングトレースを共通して共有しない、概念１４に記載の入力デバイス。
［概念１６］
　上記複数のルーティングトレース及びオーバーラップされた上記第２の複数のルーティ
ングトレースは、少なくともいくつかのルーティングトレースを共通して共有する、概念
１４に記載の入力デバイス。
［概念１７］
　上記平行導体及び上記第２の平行導体が、異なる場所で上記複数のルーティングトレー
スをオーバーラップする、概念１４に記載の入力デバイス。
［概念１８］
　上記処理システムが、
　上記絶対静電容量感知の間上記複数のルーティングトレースに送信される信号と同相の
同相信号に上記平行導体を結合させる
ようにさらに構成される、概念１３に記載の入力デバイス。
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［概念１９］
　上記同相信号の振幅が、上記複数のルーティングトレースの信号の振幅よりも大きい、
概念１８に記載の入力デバイス。
［概念２０］
　上記処理システムが、
　トランス静電容量感知を実行するために上記センサ電極を動作させ、
　上記トランス静電容量感知の間上記平行導体を接地に結合させる
ようにさらに構成される、概念１３に記載の入力デバイス。
［概念２１］
　上記平行導体が、上記複数のルーティングトレースの各々を実質的に同じ長さでオーバ
ーラップする、概念１３に記載の入力デバイス。
［概念２２］
　上記平行導体が、上記複数のルーティングトレースのうちの第１のもの及び第２のもの
を異なる長さでオーバーラップする、概念１３に記載の入力デバイス。
【０１００】
　[00100]本明細書に記載された例は、最も的確に説明し、特定の用途を記述し、それに
よって、記述された例の実施形態を当業者が行い使用できるようにするために提示された
。しかしながら、当業者は、前述の説明及び例が、例証及び例示のためにのみ提示された
ことを認識するであろう。記載された説明は、網羅的であるように、又は開示された正確
な形態に実施形態を限定するように意図されていない。

【図１】 【図２】
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